
 

あ い ち 福 祉 医 療 専 門 学 校 学 則 

 

    第 １ 章  総     則 
 

 （ 名 称）  

第 １ 条 こ の専修学校は、 あいち福祉医療専門学校（ 以下「 本校」 と いう 。） と いう 。  

 （ 位 置）  

第 ２ 条 本校は、 名古屋市熱田区金山町一丁目７ 番１ ３ 号に置く 。  

 （ 目 的）  

第 ３ 条 本校は、 教育基本法の精神に則り 、 学校教育法に従い、 介護福祉、 精神保健福祉、 理学療

法及び作業療法に関する基礎教育と 専門的実践教育を行い、社会から 喜ばれる知識技能と 歓迎さ れ

る人柄を兼ね備えた人材を育成し 、 社会に貢献するこ と を目的と する。  

 

    第 ２ 章  課程、 学科、 修業年限及び定員並びに休業日 
 

 （ 課程、 学科、 修業年限及び定員）  

第 ４ 条 本校の課程、 学科、 修業年限及び定員は次のと おり と する。  

課 程 名 学  科  名 昼夜 修 業 年 限 １ 学年定員 総 定 員 学 級 数 備 考 

教育・ 社会福祉 
専 門 課 程        

介 護 福 祉 学 科 昼 ２ 年 ８ ０ 人 １ ６ ０ 人 ４ 学級  

精神保健福祉学科 昼 １ 年 ４ ０ 人 ４ ０ 人 １ 学級  

医療専門課程 
理 学 療 法 学 科 昼 ３ 年 ４ ０ 人 １ ２ ０ 人 ３ 学級  

作 業 療 法 学 科 昼 ３ 年 ４ ０ 人 １ ２ ０ 人 ３ 学級  

計 ２ ０ ０ 人 ４ ４ ０ 人 １ １ 学級  
 

 （ 学年・ 学期）  

第 ５ 条 本校の学年は、 ４ 月１ 日に始まり 翌年３ 月３ １ 日に終わる。  

２ ． 学期は次のと おり と する。  

  前 期 ４ 月１ 日から ９ 月３ ０ 日まで 

  後 期 １ ０ 月１ 日から 翌年３ 月３ １ 日まで 

 （ 休業日）  

第 ６ 条 休業日は次のと おり と する。ただし 、校長は必要があると 認める場合には休業日を 変更す

るこ と ができ る。  

  （ １ ） 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

  （ ２ ） 土曜日・ 日曜日 

  （ ３ ） 夏 期 ７ 月２ １ 日から ８ 月３ １ 日まで 

  （ ４ ） 冬 期 １ ２ 月２ ５ 日から １ 月１ ０ 日まで 

  （ ５ ） 学年末 ３ 月２ ５ 日から ３ 月３ １ 日まで 

 

    第 ３ 章  教育課程、 授業日時数及び教職員組織 



 

 

 （ 教育課程及び授業日時数）  

第 ７ 条 教育課程及び授業日時数は、 別表のと おり と する。  

 （ 始業及び終業時刻）  

第 ８ 条 本校の始業及び終業時刻は、 次のと おり と する。 ただし 、 校長は必要があると 認める場合

には始業及び終業時刻を変更するこ と ができ る。  

  ９ 時３ ０ 分から １ ６ 時４ ０ 分まで 

 （ 教職員組織）  

第 ９ 条 本校の教職員組織は、 次のと おり と する。  

  （ １ ） 校  長    １ 名 

  （ ２ ） 教  員   １ ６ 名以上 

  （ ３ ） 事務職員    ２ 名以上 

  （ ４ ） 校  医    １ 名 

２ ． 校長は校務を 掌り 、 所属教職員を監督する。  

 

    第 ４ 章  入学・ 休学・ 復学・ 退学、 成績考査及び卒業 
 

 （ 入学資格）  

第１ ０ 条 本校への入学資格は、 次のと おり と する。  

  （ １ ） 介護福祉学科、 理学療法学科及び作業療法学科 

 学校教育法第９ ０ 条第１ 項の規定により 大学に入学でき る者 

  （ ２ ） 精神保健福祉学科 

 精神保健福祉士短期養成施設等及び精神保健福祉士一般養成施設等指定規則第６ 条第 

 １ 号イ の規定に該当する者 

 （ 入学時期）  

第１ １ 条 本校の入学時期は、 ４ 月１ 日と する。  

 （ 入学選考・ 入学手続）  

第１ ２ 条 本校の入学選考・ 入学手続は、 次のと おり と する。  

  （ １ ） 本校に入学し よう と する者は、 本校の定める入学願書に必要事項を記載し て、 第１ ９ 条に

定める入学検定料を添えて指定期日までに出願し なければなら ない。  

  （ ２ ） 前号の手続を終了し た者に対し て入学試験を行い、 選考し て入学者を決定する。  

  （ ３ ） 本校に入学を許可さ れた者は、 指定期日までに第１ ９ 条に定める入学金を添えて手続をと

ら なければなら ない。  

 （ 転入学・ 編入学）  

第１ ３ 条 介護福祉士・ 精神保健福祉士・ 理学療法士・ 作業療法士養成施設から の転入学及び編入学

は、 原則認めない。 ただし 、 前掲養成施設のう ち、 精神保健福祉士養成施設を除き 、 本校に転入

学・ 編入学を志望する 者がある場合、 欠員のある場合に限り 、 選考のう え、 校長が相当年次に転

入学・ 編入学を許可するこ と がある。  

２ ． 前項の転入学・ 編入学時期は、 学年始めと する。  

 （ 休学及び復学）  

第１ ４ 条 校長は、疾病その他やむを得ない理由により 引続き４ ０ 日以上欠席を要すると 認めら れる



 

者が休学を願い出た場合には、 １ 年以内に限り 休学を許可するこ と ができ る。  

２ ． 校長は教育上必要と 認めた場合には、 １ 年以内に限り 休学を命ずるこ と ができ る。  

３ ． 前２ 項の者が復学し よう と する場合は、 校長の許可を得て復学するこ と ができ る。  

 （ 退 学）  

第１ ５ 条 退学し よう と する者は、その理由を付し て保護者又は保証人連署の上願い出て、校長の許

可を受けなければなら ない。  

 （ 成績考査）  

第１ ６ 条 履修し た科目の成績は、各学期末等に行われるレポート 審査、筆記試験等の評価及び講義

の出席時間数、また実習の科目にあっ ては、実習の出席日時数及びその評価等によっ て決定する。  

２ ． 教育課程表に掲げる各科目の出席時間数が定めら れた時間数の３ 分の２ （ ただし 、 介護実習、 精

神保健福祉援助実習及び臨床実習については教育課程表に掲げる時間数） に満たない者について

は、 当該科目の履修を認定し ない。  

３ ． 成績の評価は各科目と も １ ０ ０ 点を満点と し 、 ６ ０ 点以上を合格と する。  

４ ． 成績の評価が不合格と 判定さ れた者には、 各学期末等に再試験を実施する。  

５ ． 病気その他やむを 得ない理由で、 各学期末の定期試験を 受験でき なかっ た者に対し ては追試

験を実施する。  

 （ 卒業、 修了の基準）  

第１ ７ 条 教育課程の卒業又は修了は、 第７ 条の所定の科目を修了し 、 試験に合格し た者について、

平素の成績及び性行を 斟酌し て認める。  

 （ 証書の授与）  

第１ ８ 条 校長は所定の全課程を修了し たと 認めた者には、 次の卒業証書を授与する。  

（ １ ） 教育・ 社会福祉専門課程介護福祉学科を修了し た者には、 職業実践専門課程 専門士 

（ 教育・ 社会福祉専門課程） の称号を、 医療専門課程理学療法学科、 医療専門課程作業療

法学科を修了し た者には、 職業実践専門課程 専門士（ 医療専門課程） の称号を授与し 、

別紙第１ 号様式の卒業証書を授与する。  

（ ２ ） 前号に定める学科以外を修了し た者には、 別紙第２ 号様式の卒業証書を授与する。  

２ ． 校長は必要に応じ て別紙第３ 号様式の修了証書を与えるこ と がある。  

 

    第 ５ 章  入学金、 授業料等 
 

 （ 入学金、 授業料等）  

第１ ９ 条 本校の入学金、 授業料等は次のと おり と する。  

課程名 学  科  名 昼夜 入学検定料( 円)  入 学 金( 円)  授業料: 年額( 円)  実習費: 年額( 円) 

教育・ 社会福祉 
専 門 課 程        

介 護 福 祉 学 科 昼 20, 000 200, 000 730, 000 100, 000 

精神保健福祉学科 昼 20, 000 200, 000 840, 000 90, 000 

医療専門課程 
理 学 療 法 学 科 昼  20, 000 300, 000 1, 080, 000 250, 000 

作 業 療 法 学 科 昼  20, 000 300, 000 1, 080, 000 250, 000 
 

２ ． 授業料は、 年２ 回に分けて各学期の始まる日までに納付するも のと する。  

３ ． 授業料を期限内に納付し ないと き は、 校長は遅滞なく 期限を付し て督促するも のと する。  

４ ． 校長は、 前項の督促をし ても なお納付し ない者には、 特別の事情のある場合を 除き 、 その者を出



 

席停止又は除籍するこ と ができる。  

５ ． 校長は、 特別の事情があると 認めた者には、 授業料等を減免するこ と ができる。  

６ ．精神保健福祉学科については、指定施設において１ 年以上の相談援助の常勤業務に従事し た後に

入学する者に対し 、精神保健福祉援助実習の一部を免除すると と も に、実習費の一部を減免する。  

７ ． 前各項（ 第２ 項～第６ 項） に定めるも ののほか、 授業料等の納入に関し 必要な事項は、 別に定め

る。  

 （ 返 還）  

第２ ０ 条 既に納付し た入学検定料、 入学金、 授業料及び実習費は返還し ない。 ただし 、 特別な事由

があると 認める場合はこ の限り ではない。  

 

    第 ６ 章  賞罰、 その他 
 

 （ ほう 賞）  

第２ １ 条 校長は他の模範と なる者を ほう 賞するこ と ができる。  

 （ 懲 戒）  

第２ ２ 条 校長は教育上必要と 認めた場合には、 学生に対し て懲戒を行う こ と ができ る。 ただし 、 退

学は次の各号に該当する者に対し てのみ行う こ と ができる。  

  （ １ ） 性行不良で改善の見込みがないと 認めら れる者 

  （ ２ ） 学力劣等で成業の見込みがないと 認めら れる者 

  （ ３ ） 正当の理由なく し て出席が常でない者 

  （ ４ ） 本校の秩序を乱し 、 その他学生と し て本分に反し た者 

 （ 健康診断）  

第２ ３ 条 健康診断は毎年１ 回、 別に定めると こ ろ により 実施する。  

 （ 附帯事業）  

第２ ４ 条 本校は、 次の附帯事業を行う 。  

 福祉、 医療に関する特別講座 

２ ． 特別講座に関する規程は別に定める。  

 （ 雑 則）  

第２ ５ 条 こ の学則の実施に関し 、 必要な細則及び規程は校長が定める。  

 

 

 附   則 

 こ の学則は平成１ ４ 年４ 月１ 日から 施行する。  

 附   則 

 こ の学則は平成１ ６ 年３ 月１ 日から 施行する。（ 第１ ８ 条 証書の授与）  

 附   則 

こ の学則は平成１ ７ 年４ 月１ 日から 施行する。（ 第１ 条 名称、 第３ 条 目的、 第１ ９ 条 入学金、

授業料等、 別紙第１ 号様式、 別紙第２ 号様式、 別紙第３ 号様式）  

  附   則 

 こ の学則は平成１ ８ 年４ 月１ 日から 施行する。ただし 、第７ 条の教育課程及び授業日時数は平成



 

１ ８ 年度生から 適用し 、 平成１ ８ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と する。 

 附   則 

 こ の学則は平成２ ０ 年３ 月１ 日から 施行する。（ 第１ ８ 条 証書の授与、 別紙第１ 号様式）  

附   則 

 こ の学則は平成２ ０ 年４ 月１ 日から 施行する。ただし 、第７ 条の教育課程及び授業日時数は平成

２ ０ 年度生から 適用し 、 平成２ ０ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と する。 

  附   則 

 こ の学則は平成２ １ 年４ 月１ 日から 施行する。 ただし 、 第７ 条の教育課程及び授業日時数、 第 

１ ９ 条の入学金、授業料等は、平成２ １ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と

し 、 平成２ １ 年度生から 適用、 及び平成２ １ 年度１ 学年に復学、 又は留年し た者に適用する。  

   附   則 

 こ の学則は平成２ ４ 年４ 月１ 日から 施行する。 ただし 、 第１ ９ 条の入学金、 授業料等は、 平成 

２ ４ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と し 、平成２ ４ 年度生から 適用、及び

平成２ ４ 年度１ 学年に復学、 又は留年し た者に適用する。  

 附   則 

 こ の学則は平成２ ５ 年４ 月１ 日から 施行する。ただし 、第７ 条の教育課程及び授業日時数は平成

２ ５ 年度生から 適用し 、 平成２ ５ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と する。 

附   則 

 こ の学則は平成２ ６ 年４ 月１ 日から 施行する。ただし 、第７ 条の教育課程及び授業日時数は平成

２ ６ 年度生から 適用し 、 平成２ ６ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と する。 

附   則 

 こ の学則は平成２ ７ 年４ 月１ 日から 施行する。 ただし 、 第７ 条の教育課程及び授業日時数、 第 

１ ９ 条の入学金、 授業料等は、 平成２ ７ 年度生から 適用し 、 平成２ ７ 年３ 月３ １ 日現在在籍する

者については従前のと おり と する。  

附   則 

 こ の学則は平成２ ８ 年４ 月１ 日から 施行する。（ 第１ ８ 条 証書の授与）  

附   則 

 こ の学則は平成２ ９ 年４ 月１ 日から 施行する。ただし 、第７ 条の教育課程及び授業日時数は平成

２ ９ 年度生から 適用し 、 平成２ ９ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と する。 
附   則 

 こ の学則は令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。ただし 、第７ 条の教育課程及び授業日時数は令和２

年度生から 適用し 、 令和２ 年３ 月３ １ 日現在在籍する者については従前のと おり と する。  
 

 

 

 



 

  
 

別紙第１ 号様式 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙第２ 号様式 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙第３ 号様式  
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
                           第    号 

卒  業  証  書 

                          氏     名 
                          生 年 月 日 
 

  本校 専門課程〇〇〇〇〇科〇年の所定の課程を修めたので卒業証書を 

 授与し 、 文部科学大臣による告示(平成６ 年文部省告示第８ ４ 号)により 、  

 専門士(〇〇〇〇〇〇〇専門課程)の称号を得たこ と を証する 

 
        年 月 日 
 
          あいち福祉医療専門学校 校長 〇 〇 〇 〇 ○印  

印 

割 

 
 
                           第    号 

卒  業  証  書 

                          氏     名 
                          生 年 月 日 
 

   本校 職業実践専門課程(平成２ ５ 年文部科学省告示第１ ３ ３ 号）  

専門士(〇〇〇〇〇〇専門課程) 〇〇〇〇学科〇年の所定の課程を 

修めたので卒業証書を授与する 

 
        年 月 日 
 
          あいち福祉医療専門学校 校長 〇 〇 〇 〇 ○印  

印 

校 

印 

割 

 
 
                           第    号 

卒  業  証  書 

                          氏     名 
                          生 年 月 日 
 

    本校〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 専門課程 〇 〇 〇 〇 〇 〇学科 

〇年の所定の課程を修めたので卒業証書を 授与する 

 
 
        年 月 日 
 
          あいち福祉医療専門学校 校長 〇 〇 〇 〇 ○印  

印 

校 

印 

 
 
                           第    号 

修  了  証  書 

                          氏     名 
                          生 年 月 日 
 

    本校〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 専門課程 〇 〇 〇 〇 〇 〇学科 

〇年の課程を修了し たこ と を証する 

 
        年 月 日 
 
          あいち福祉医療専門学校 校長 〇 〇 〇 〇 ○印  

印 

校 

印 

割 



教育・社会福祉専門課程
介　　護　　福　　祉　　学　　科　（昼間部）

科目 授業形態 通年 週コマ数 通年 週コマ数

人間の尊厳と自立 講義 30 2 必修 30 1
人間関係とコミュニケーション 講義 30 2 必修 30 1
社会の理解Ⅰ 講義 30 2 必修 30 1
社会の理解Ⅱ 講義 30 2 必修 30 1
老人福祉論 講義 30 2 必修 30 1
音楽 演習 30 2 必修 30 1
情報処理 演習 30 2 必修 30 1
医学一般 講義 30 2 必修 30 1

240 16 210 7 30 1

介護概論Ⅰ 講義 30 2 必修 30 1
介護概論Ⅱ 講義 30 2 必修 30 1
介護概論Ⅲ 講義 30 2 必修 30 1
リハビリテーション論 講義 30 2 必修 30 1
レクリエーション活動援助法Ⅰ 演習 30 2 必修 30 1
レクリエーション活動援助法Ⅱ 演習 30 2 必修 30 1
コミュニケーション技術Ⅰ 講義 30 2 必修 30 1
コミュニケーション技術Ⅱ 演習 30 2 必修 30 1
家政学概論 講義 30 2 必修 30 1
家政学Ⅰ（住居） 演習 30 2 必修 30 1
家政学Ⅱ（栄養・調理） 演習 30 2 必修 30 1
家政学Ⅲ（衣生活） 演習 30 2 必修 30 1
生活支援技術：移動 演習 30 2 必修 30 1
生活支援技術：食事 演習 30 2 必修 30 1
生活支援技術：入浴・清潔保持 演習 30 2 必修 30 1
生活支援技術：排泄 演習 30 2 必修 30 1
生活支援技術：睡眠・身じたく 演習 30 2 必修 30 1
生活支援技術：終末期の介護 講義 30 2 必修 30 1
生活支援技術：介護予防とレクリエーション 演習 30 2 必修 30 1
介護過程Ⅰ 講義 30 2 必修 30 1
介護過程Ⅱ 演習 30 2 必修 30 1
介護過程Ⅲ 演習 30 2 必修 30 1
介護過程Ⅳ 演習 30 2 必修 30 1
介護過程Ⅴ 演習 30 2 必修 30 1
介護総合演習Ⅰ 演習 30 2 必修 30 1
介護総合演習Ⅱ 演習 30 2 必修 30 1
介護総合演習Ⅲ 演習 30 2 必修 30 1
介護総合演習Ⅳ 演習 30 2 必修 30 1
介護実習Ⅰ－１ 実習 150 5 必修 150 　
介護実習Ⅰ－２ 実習 150 5 必修 150
介護実習Ⅱ 実習 150 5 必修 150

1290 71 630 16 660 12

発達と老化の理解Ⅰ 講義 30 2 必修 30 1
発達と老化の理解Ⅱ 講義 30 2 必修 30 1
認知症の理解Ⅰ 講義 30 2 必修 30 1
認知症の理解Ⅱ 講義 30 2 必修 30 1
障害の理解Ⅰ（精神の保健と障害） 講義 30 2 必修 30 1
障害の理解Ⅱ 講義 30 2 必修 30 1
障害の理解Ⅲ 講義 30 2 必修 30 1
障害の理解Ⅳ（聴覚障害） 演習 30 2 必修 30 1
心理学 講義 30 2 必修 30 1
からだのしくみ 講義 30 2 必修 30 1
こころとからだのしくみⅠ 講義 30 2 必修 30 1
こころとからだのしくみⅡ 講義 30 2 必修 30 1

360 24 150 5 210 7

医療的ケアⅠ 講義 30 2 必修 30 1
医療的ケアⅡ 講義 30 2 必修 30 1
医療的ケアⅢ 講義 15 1 必修 15 1
医療的ケアⅣ 演習 15 1 必修 15 1

90 6 30 1 60 3
1980 117 1020 29 960 23
1530 870 660

合　　　　計
介護実習を除いた時間数

小　　　計

医

療

的

ケ

ア

医
療
的
ケ
ア

小　　　計

介護
実習

小　　　計
発達と
老化の
理解

認知症
の理解こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

の

し

く

み

障
害
の
理
解

こころ
と

からだ
の

しくみ

小　　　計

介護の基本

生
活
支
援
技
術

コミュニケーション技術

介

護

介
護
過
程

介護
総合
演習

教 育 課 程 表

社会の理解

選
択
科
目

修得
単位数

必修
選択
の別

人間の理解

１年 2年区
分

授業科目
総授業
時間数

人

間

と

社

会



教 育 課 程 表

教育・社会福祉専門課程

科目 授業形態 前期 週コマ数 後期 週コマ数

人体の構造と機能及び疾病 講　義 30 2 必　修 30 1

心理学理論と心理的支援 講　義 30 2 必　修 30 1

社会理論と社会システム 講　義 30 2 必　修 30 1

現代社会と福祉 講　義 60 4 必　修 30 1 30 1

地域福祉の理論と方法 講　義 60 4 必　修 30 1 30 1

社会保障 講　義 60 4 必　修 30 1 30 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 講　義 30 2 必　修 30 1

福祉行財政と福祉計画 講　義 30 2 必　修 　 　 30 1

保健医療サービス 講　義 30 2 必　修 30 1

権利擁護と成年後見制度 講　義 30 2 必　修 　 　 30 1

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 講　義 30 2 必　修 30 1 　 　

精神疾患とその治療 講　義 60 4 必　修 30 1 30 1

精神保健の課題と支援 講　義 60 4 必　修 30 1 30 1

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） 講　義 30 2 必　修 30 1

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 講　義 30 2 必　修 30 1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開 講　義 120 8 必　修 60 2 60 2

精神保健福祉に関する制度とサービス 講　義 60 4 必　修 30 1 30 1

精神障害者の生活支援システム 講　義 30 2 必　須 30 1

精神保健福祉援助演習（基礎） 演　習 30 2 必　須 30 1

精神保健福祉援助演習（専門） 演　習 60 4 必　修 　 　 60 2

精神保健福祉援助実習指導 演　習 90 6 必　須 60 2 30 1

精神保健福祉援助実習 実　習 210 7 必　修 　 　 210 7

1200 73 510 17 690 23合　　　　計

共
通
科
目

専
門
科
目

実
習
演
習
科
目

精　神　保　健　福　祉　学　科　（昼間部）

１年
必修・選択

の別
区
分

授業科目
単位数

総授業
時間



医療専門課程

授業
形態

時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数

講義 必修 2 30 30 2    
講義 必修 2 30 30 2    
講義 必修 2 30 30 2    
演習 必修 2 30 30 2   
講義 必修 2 30 30 2    
講義 必修 1 15 15 1    
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 2 60 2
講義 必修 1 30 30 1   

14 15 285 255 14 30 1 0 0 0 0 0 0 0 0
講義 必修 1 30 30 1   
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 45 45 1
実習 必修 1 45 45 1   
実習 必修 1 45 45 1
講義 必修 1 30 30 1   
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 30 30 1   
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 30 30 1   

14 465 165 5 300 9 0 0 0 0 0 0 0 0
講義 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 30   30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30   30 1  
講義 必修 1 30   30 1  
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30  30 1
講義 必修 1 30  30 1  
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 2 30 30 2
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 15 15 1    

15 360 15 1 90 3 135 6 120 5 0 0 0 0
講義 必修 1 15 15 1    
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 30 30 1    

4 75 75 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 33 900 255 10 390 12 135 6 120 5 0 0 0 0

講義 必修 2 30 30 2    
講義 必修 2 30   30 2  
講義 必修 2 30    30 2

6 90 30 2 0 0 30 2 30 2 0 0 0 0
講義 必修 2 30 30 2

2 30 30 2
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30  30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 45 45 1
実習 必修 1 45   45 1   

6 210 0 0 30 1 75 2 105 3 0 0 0 0
講義 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 30   30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30    30 1
実習 必修 1 30   30 1
実習 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30   30 1  
実習 必修 1 30    30 1
講義 必修 1 30   30 1  
実習 必修 1 30    30 1
講義 必修 1 30   30 1  
実習 必修 1 30   30 1
演習 必修 2 60 60 2
演習 必修 2 60     60 2
講義 必修 2 60 60 2
講義 必修 2 60     60 2

25 750 0 0 30 1 240 8 240 8 0 0 240 8
講義 必修 2 30   30 2  
講義 必修 1 15 15 1

3 45 0 0 0 0 45 3 0 0 0 0 0 0
実習 必修 1 40 40 1
実習 必修 1 40  40 1   
実習 必修 3 120    120 3
実習 必修 16 640 640 16

21 840 0 0 40 1 40 1 120 3 640 16 0 0
57 63 1965 30 2 130 5 430 16 495 16 640 16 240 8

総計 101 111 3150 540 26 550 18 565 22 615 21 640 16 240 8

教　 育　 課　 程　 表

理　 　 学　 　 療　 　 法　 　 学　 　 科　 （  昼 間 部 ）

区
分

指定科目
指定
単位
数

授業科目 必修
選択
の別

必修
単位

総授業
時間数

第１ 学年 第２ 学年 第３ 学年

前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目

基
礎
分
野

科学的
思考の
基盤
人間

と 生活
社会の理解

14

医療倫理・ 死学

心理学

統計学

情報処理

生物学

英語

健康と 運動

総合学習論 60
人間関係と コ ミ ュ ニケーシ ョ ン

小計 小　 計

専
門
基
礎
分
野

人体の
構造と

機能及び
心身の
発達

12

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

解剖学Ⅲ

解剖学Ⅳ

解剖学実習

機能解剖学Ⅰ

機能解剖学Ⅱ

生理学Ⅰ

生理学Ⅱ

生理学実習

運動学Ⅰ

運動学Ⅱ

運動学実習

人間発達学

中間　 小計

疾病と
障害の

成り 立ち
及び

回復過程の
促進

14

臨床心理学

内科学

整形外科学Ⅰ

整形外科学Ⅱ

神経内科学

脳神経外科学

精神医学

小児科学

老年学

薬理学

栄養学

健康支援学

地域医療学
リ ハビリ テーショ ン医学

中間　 小計

保健医療
福祉と

リ ハビリ
テーショ ン

の理念

4

リ ハビリ テーショ ン概論

作業療法学概論

言語療法学概論

保健医療福祉概論

中間　 小計

小計 小計

専
門
分
野

基礎理
学療法学

6

理学療法学概論

臨床運動学

理学療法研究法

中間　 小計

理学療法管
理学

2
理学療法管理学

中間小計

理学療
法評価学

6

臨床評価学

理学療法評価学Ⅰ

理学療法評価学Ⅱ

理学療法評価学Ⅲ

理学療法評価学実習Ⅰ

理学療法評価学実習Ⅱ

中間　 小計

理学療法
治療学

20

運動療法学

理学療法治療学Ⅰ

理学療法治療学Ⅱ

理学療法治療学Ⅲ

理学療法治療学Ⅳ

理学療法治療学Ⅴ

理学療法治療学Ⅵ

理学療法治療学実習Ⅰ

理学療法治療学実習Ⅱ

理学療法治療学実習Ⅲ

理学療法治療学実習Ⅳ

義肢装具学

義肢装具学実習

物理療法学

物理療法学実習

日常生活活動学

日常生活活動学実習

理学療法治療学演習Ⅰ　

中間　 小計

理学療法治療学演習Ⅱ　

臨床理学療法Ⅰ

臨床理学療法Ⅱ

中間　 小計

地域理学
療法学

3
地域理学療法学

生活環境学

中間　 小計

小計 小計

総計 総計

臨床実習 20

地域理学療法実習

臨床実習Ⅰ（ 見学）

臨床実習Ⅱ（ 評価）

臨床実習Ⅲ（ 臨床）

講義及び演習にあっては、15時間または30時間をもって1単位。実験及び実習にあっては、30時間または45時間をもって1単位。
臨床実習は、40時間をもって1単位とする。
講義及び演習にあっては、15時間または30時間をもって1単位。実験及び実習にあっては、30時間または45時間をもって1単位。
臨床実習は、40時間をもって1単位とする。



授業
形態

時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数

講義 必修 2 30 30 2      
講義 必修 2 30 30 2      
講義 必修 2 30 30 2      
演習 必修 2 30 30 2     
講義 必修 2 30 30 2      
講義 必修 1 15 15 1     
講義 必修 1 30    30 1   
講義 必修 1 30 30 1     
講義 必修 1 30 30 1

14 14 255 210 12 15 1 30 1
講義 必修 1 30 30 1     
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 45 45 1
実習 必修 1 45 45 1     
実習 必修 1 45 45 1
講義 必修 1 30 30 1     
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30  30 1     
講義 必修 1 30 30 1     
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30  30 1     
講義 必修 1 30 30 1     

14 465 165 5 300 9
講義 必修 1 30  30 1     
講義 必修 1 30  30 1     
講義 必修 1 30   30 1   
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30   30 1    
講義 必修 1 30   30 1    
講義 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30  30 1    
講義 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 30 30 1      
講義 必修 1 30    30 1   
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 30 30 1

16 435 30 1 90 3 180 7 135 5
講義 必修 1 30 30 1      
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 15 15 1
講義 必修 1 30 30 1      

4 90 90 4
30 34 990 285 10 390 12 180 7 135 5

講義 必修 2 30 30 2      
講義 必修 1 30 30 1    
実習 必修 1 30 30 1
講義 必修 2 30 30 2   

6 120 30 2 60 2 0 0 30 2
講義 必修 2 30 30 2

2 30 0 0 0 0 0 0 30 2
講義 必修 1 30  30 1   
講義 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30 30 1
実習 必修 1 30  30 1   

5 150 30 1 60 2 60 2
講義 必修 1 30   30 1    
講義 必修 1 30   30 1    
講義 必修 1 30   30 1    
講義 必修 1 30   30 1    
講義 必修 1 30   30 1    
講義 必修 1 30    30 1   
講義 必修 1 30    30 1   
講義 必修 1 30    30 1   
講義 必修 1 30    30 1   
講義 必修 1 30   30 1   
実習 必修 1 30   30 1   
講義 必修 1 30   30 1   
実習 必修 1 30 30 1
講義 必修 1 30  30 1    
講義 必修 1 15   15 1   
演習 必修 4 120     4
講義 必修 4 120     4

23 675 0 0 0 0 240 8 195 7 8
講義 必修 2 30   30 2    
講義 必修 2 30  30 2  

4 60 30 2 30 2
実習 必修 1 40 40 1  
実習 必修 1 40 40 1
実習 必修 2 80 80 2
実習 必修 5 200    200 5
実習 必修 16 640     16

25 1000 40 1 80 2 40 1 200 5 16
57 65 2035 70 3 170 5 370 13 545 20 24
101 113 3280 565 25 575 18 550 20 710 26 24

運動学Ⅰ

運動学Ⅱ

後期

第２ 学年

情報処理

生物学

人間関係と コ ミ ュ ニケーショ ン

前期必修
単位

総授業
時間数

後期

第１ 学年

医療専門課程

指

定

単

位

数

精神医学Ⅰ

必修
選択
の別

後期 前期

解剖学Ⅲ

医療倫理・ 死学

教　 育　 課　 程　 表

作　 　 業　 　 療　 　 法　 　 学　 　 科　 （  昼 間 部 ）

授業科目区
分

指定科目

言語療法学概論

臨床心理学

脳神経外科学

内科学

機能解剖学Ⅱ

小計

画像診断学

リ ハビ リ テ ーショ ン 医学

栄養学

第３ 学年

小　 計

中間　 小計

解剖学Ⅰ

解剖学実習

解剖学Ⅳ

心理学

解剖学Ⅱ

健康と 運動

総合学習論

英語

統計学

作業療法評価学Ⅲ

前期

作業療法研究法

基礎作業学実習Ⅰ

小児科学

老年学

地域医療学

健康支援学

科目

薬理学

作業療法評価学実習Ⅱ

作業療法評価学実習Ⅰ

中間　 小計

作業療法概論

作業療法治療学Ⅵ　

作業療法治療学Ⅴ　

作業療法治療学Ⅳ　

作業療法治療学Ⅱ　

作業療法治療学Ⅲ　

作業療法評価学Ⅱ

生理学Ⅱ

人間発達学

機能解剖学Ⅰ

整形外科学Ⅰ

運動学実習

作業療法管理学

中間　 小計

基礎作業学

生理学Ⅰ

整形外科学Ⅱ

精神医学Ⅱ

神経内科学

生理学実習

中間　 小計

中間　 小計

作業療法評価学Ⅰ

中間小計

理学療法学概論

保健医療福祉概論

リ ハビ リ テ ーショ ン 概論

作業療法治療学演習　

臨床作業療法学

作業療法治療学Ⅷ　

作業療法治療学Ⅸ　

義肢装具学

義肢装具学実習

日常生活活動学

日常生活活動学実習

基
礎
分
野

科学的思考の
基盤人間と

生活
社会の理解

14

小計

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と
機能及び

心身の発達
12

疾病と 障害の
成り 立ち及び
回復過程の

促進

14

保健医療
福祉と

リ ハビ リ テ ー
ショ ン の理念

4

小計

専
門
分
野

基礎
作業療法学

5

作業療法
管理学

2

作業療法
評価学

5

臨床実習

作業療法
治療学

19

120
120

中間　 小計 240

レ ク リ エーショ ン 学

作業療法治療学Ⅶ　

作業療法治療学Ⅰ 　

職業関連活動学

地域
作業療法学

4

地域作業療法学

生活環境学

中間　 小計

22

地域作業療法学実習Ⅰ

地域作業療法学実習Ⅱ

臨床実習Ⅰ（ 見学）

臨床実習Ⅱ（ 評価）

臨床実習Ⅲ（ 臨床）

総計 総計 880

640
中間　 小計 640

小計 小計 880

講義及び演習にあっては、15時間または30時間をもって1単位。実験及び実習にあっては、30時間または45時間をもって1単位。
臨床実習は、40時間をもって1単位とする。


